
〈
資
料
紹
介
〉

　
　

椿つ
ば
き
ち
ん
ざ
ん

椿
山
筆
《
深ふ

か
み
し
ゅ
ん
ざ
ん

水
春
山
像
》
に
つ
い
て

 

竹
原
明
理

は
じ
め
に

　

当
館
で
は
、
令
和
三
年
度
（
二
〇
二
一
年
度
）
か
ら
歴
史
・
美
術
工
芸
分
野

に
収
蔵
さ
れ
る
絵
画
資
料
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
絵
画
を
専
門
と
す

る
研
究
者
や
他
館
学
芸
員
の
協
力
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
に
一
二
〇
点
ほ
ど
の
作

品
デ
ー
タ
が
集
ま
っ
た
。
作
品
名
、
作
者
、
時
代
、
法
量
、
品
質
・
形
状
、
保

存
状
態
と
い
っ
た
情
報
や
作
品
の
画
像
を
改
め
て
揃
え
、
再
整
理
し
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
全
体
像
を
把
握
す
べ
く
調
査
を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

実
際
、
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
る
機
会
が
あ
ま
り
な

く
、
絵
画
資
料
に
特
化
し
た
目
録
も
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
熊
本
県
外
は

お
ろ
か
、
熊
本
県
内
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。

調
査
の
度
に
、
「
こ
ん
な
作
品
が
こ
こ
に
あ
っ
た
の
?!
」
と
調
査
メ
ン
バ
ー
か

ら
驚
か
れ
る
場
面
も
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
な
か
で
真
筆
と
初
め
て
確
認
さ
れ
た
椿
椿

山
（
一
八
〇
一
～
五
四
）
に
よ
る
熊
本
藩
侍
医
・
深
水
春
山
（
一
七
七
六
～

一
八
六
八
）
の
肖
像
画
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

１
．
作
品
の
概
要

　

《
深
水
春
山
像
》
は
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
春
山
の
子
孫
・
深
水

三
郎
氏
か
ら
当
館
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
１

。
寄
贈
当
時
か
ら
椿

山
の
作
品
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
賛
が
記
さ
れ
た
時
期
が
椿
山
の
没
年
か
ら

か
な
り
経
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
真
筆
と
の
判
断
は
保
留
さ
れ
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
た
。
今
回
の
調
査
２

で
絵
画
の
専
門
家
を
交
え
て
調
査
を
実
施
し
、

本
作
が
椿
山
に
よ
る
も
の
と
確
認
す
る
に
至
っ
た
。

　

ま
ず
は
作
品
全
体
を
見
て
み
よ
う
。
本
作
画
面
中
央
か
ら
下
部
に
か
け
て
春

山
の
姿
が
描
か
れ
、
画
面
上
部
の
余
白
に
春
山
自
身
に
よ
る
賛
が
記
さ
れ
る
。

本
紙
は
縦
一
四
四
・
〇
セ
ン
チ
、
横
五
五
・
二
セ
ン
チ
で
、
絹
本
着
色
、
掛
幅
装

で
あ
る
。

　

次
に
描
か
れ
た
春
山
の
姿
を
見
て
み
よ
う
。
全
体
的
に
淡
い
色
調
で
、
や
や

右
方
向
に
顔
を
向
け
て
座
る
像
主
の
表
情
は
大
変
穏
や
か
で
あ
る
。
額
、
目
元
、

口
元
の
皺
や
喉
元
の
皮
膚
の
垂
れ
具
合
が
像
主
の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
る
。
長
め

の
眉
毛
、
ぽ
っ
て
り
と
丸
み
を
帯
び
た
鼻
筋
、
耳
か
ら
生
え
る
毛
、
左
の
こ
め

か
み
付
近
の
ほ
く
ろ
な
ど
が
像
主
の
特
徴
を
表
す
。
頭
に
は
薄
絹
の
頭
巾
を
被

り
、
着
物
の
上
に
縁
起
の
良
い
松
喰
鶴
文
が
緑
糸
で
あ
し
ら
わ
れ
た
十
徳
を
羽

織
る
。
左
腰
に
は
小
刀
を
挿
し
、
左
手
に
如
意
、
右
手
に
如
意
の
紐
を
持
つ
。

　

款
記
は
な
い
が
、
画
面
右
下
、
像
主
の
左
の
袴
の
上
に
「
椿
弼
寫
照
之
印
」

（
二
・
三
セ
ン
チ
×
一
・
五
セ
ン
チ
。
白
文
長
方
印
）
と
い
う
椿
山
の
印
が
確
認

で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
印
の
周
囲
が
や
や
薄
く
変
色
し
、
周
囲
の
本
紙
も
若

干
よ
れ
た
状
態
に
見
え
る
こ
と
も
こ
れ
ま
で
判
断
が
保
留
と
な
っ
て
い
た
一
因

で
あ
る
。

　

さ
て
、
画
面
上
部
に
は
春
山
自
身
に
よ
る
賛
が
次
の
よ
う
に
し
た
た
め
ら
れ

て
い
る
。
署
名
か
ら
、
春
山
が
数
え
で
八
八
歳
の
年
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
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年
）
に
記
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

　

天
寵
異
常　

授
斯
骨
相

　

精
気
充
體　

既
壽
康
強

　

志
存
済
生　

道
宗
扁
張

　

生
不
盡
心　

何
對
彼
蒼

　
　
　

文
久
壬
戌
三
月

　
　
　
　
　
　

八
十
有
八
春
山
自
題

（
意
訳
）３

　

天
の
恵
み
は
特
別
で
、
こ
の
よ
う
な
体
（
骨
相
）
を
授
け
た
。

　

精
気
は
体
中
に
満
ち
て
、
全
く
健
康
で
あ
る
。

　

私
の
志
は
人
を
救
う
こ
と
で
あ
り
、
救
い
を
広
げ
る
こ
と
を
本
意
と
す
る
。

　

生
涯
は
私
の
意
を
尽
く
す
に
は
短
く
、
こ
の
老
い
と
ど
う
対
峙
し
よ
う
か
。

　

迷
い
の
な
い
、
丁
寧
な
筆
致
で
記
さ
れ
た
賛
か
ら
は
、
八
八
歳
を
迎
え
て
な

お
矍か

く

鑠
し
ゃ
く

と
し
て
お
り
、
医
師
と
し
て
の
志
に
満
ち
た
春
山
の
様
子
が
う
か
が
え

る
。
そ
の
一
方
で
、
人
生
の
短
さ
と
肉
体
の
衰
え
を
痛
感
し
て
い
る
様
子
も
伝

わ
る
。
賛
に
付
さ
れ
た
印
を
見
て
み
る
と
、
関
防
印
は
「
活
人
洞
」
、
落
款
は

「
深
水
玄
門
」
「
士
龍
氏
」
と
確
認
で
き
る
４

。
「
玄
門
」
「
士
龍
」
は
春
山
の

字
あ
ざ
な

で
あ
る
。

２
．
深
水
春
山
に
つ
い
て

　

像
主
で
あ
る
深
水
春
山
に
つ
い
て
は
、
主
に
武
藤
巌
男
（
一
八
四
六
～

一
九
二
三
）
に
よ
る
『
肥
後
先
哲
偉
蹟　

後
篇
』
（
肥
後
先
哲
偉
蹟
後
篇
刊
行

会
、
一
九
二
八
年
）
に
収
録
さ
れ
た
文
章
か
ら
そ
の
人
物
像
が
伺
え
る
。
以
下
、

同
書
を
参
照
し
つ
つ
、
春
山
の
人
物
像
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
若
き
頃
に
春
山
の
も
と
で
学
ん
だ
儒
学
者
・
広
瀬
範
治
５

が
明
治
九

年
（
一
八
七
六
）
三
月
に
草
し
た
「
春
山
深
水
先
生
墓
誌
銘
」
に
は
、
概
ね
以

下
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
６

。

　

春
山
は
、
名
を
玄
、
字
を
士
龍
、
玄
門
と
称
し
た
。
葦
北
津
南
（
現
在
の
芦

北
郡
津
奈
木
町
）
に
住
み
、
四
代
前
の
玄
庵
よ
り
医
業
を
始
め
た
と
い
う
。
春

山
は
、
幼
い
頃
か
ら
祖
父
の
宗
恕
、
父
の
宗
安
よ
り
医
学
に
つ
い
て
よ
く
学
ん

だ
。
一
七
歳
の
時
、
そ
の
様
子
を
聞
き
つ
け
た
高
山
正
之
７

の
紹
介
で
熊
本
藩

医
・
村
井
琴
山
８

に
師
事
し
、
熱
心
に
学
ん
だ
。
や
が
て
医
者
と
し
て
独
立
し

た
春
山
は
、
病
に
苦
し
む
人
々
に
薬
を
与
え
、
看
護
体
制
を
整
え
る
な
ど
し

た
。
そ
の
名
は
頼
山
陽
や
田
能
村
竹
田
の
よ
う
に
広
く
知
ら
れ
、
多
く
の
人
が

春
山
の
も
と
を
訪
れ
た
。
天
保
年
間
に
は
侍
医
に
抜
擢
さ
れ
、
嘉
永
年
間
に
は

二
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
た
。
在
職
中
は
、
藩
主
の
参
勤
な
ど
に
追
従
し
て
江
戸

へ
何
度
も
上
り
、
そ
の
道
中
は
治
療
を
乞
う
人
々
に
よ
っ
て
宿
場
ご
と
に
市
が

で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
、
高
齢
の
た
め
約

二
〇
年
従
事
し
た
侍
医
を
辞
し
た
。
没
年
か
ら
考
え
る
と
八
〇
歳
頃
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　

春
山
の
性
格
は
温
厚
で
、
義
理
堅
く
、
忠
義
を
尽
く
す
人
物
で
あ
っ
た
。
親

の
死
後
は
墓
の
側
に
五
年
間
盧
を
構
え
、
先
代
の
藩
主
９

の
月
命
日
に
は
毎
月

廟
に
参
詣
し
、
廟
の
方
向
に
足
を
向
け
て
眠
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
先
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代
の
藩
主
に
倣
い
大
変
質
素
な
生
活
を
送
っ
た
と
い
い
、
毎
日
朝
早
く
か
ら
部

屋
を
掃
除
し
、
花
を
飾
り
、
よ
く
働
い
て
汗
を
流
し
た
。
九
〇
歳
に
な
っ
て
も

顔
色
は
艶
や
か
で
、
見
る
こ
と
、
聴
く
こ
と
、
歩
く
こ
と
に
も
問
題
は
な
く
壮

年
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
春
山
の
長
寿
を
讃
え
て
藩
主
が
健
康
の
秘
訣
を

手
紙
で
た
ず
ね
る
と
、
春
山
は
「
節
飲
食
省
情
欲
」
の
六
字
を
送
っ
た
⓾

。

　

戊
辰
（
一
八
六
八
年
）
の
冬
に
病
床
に
つ
い
た
が
、
生
徒
に
本
を
読
み
聞
か

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
間
は
病
の
こ
と
を
忘
れ
て
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
同
年
一
二

月
二
三
日
、
九
三
歳
で
死
去
し
、
飽
託
郡
島
崎
村
の
霊
樹
庵
に
葬
ら
れ
た
。
春

山
は
予
め
墓
所
を
選
定
し
、
桜
の
木
を
植
え
て
い
た
。
春
山
の
弟
子
は
七
〇
〇

人
前
後
に
及
び
、
五
男
六
女
に
恵
ま
れ
た
。
長
男
の
宗
信
が
跡
を
継
ぎ
、
五
男

が
春
山
の
家
に
残
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
春
山
の
志
を
継
い
で
、
孫
の
東
吾
、

ひ
孫
の
長
胤
も
ま
た
医
者
と
な
っ
た
。

　

以
上
が
、
広
瀬
範
治
に
よ
る
墓
碑
銘
を
も
と
に
た
ど
っ
た
春
山
の
生
涯
で
あ

る
。
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
と
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
が
公
開
す

る
「
一
九
世
紀
熊
本
藩
住
民
評
価
・
褒
賞
記
録
「
町
在
」⓫
解
析
目
録
検
索
シ

ス
テ
ム
」
を
見
て
み
る
と
、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
二
月
三
日
付
で
春
山

の
父
・
宗
安
が
病
死
し
た
た
め
、
春
山
が
そ
の
跡
を
継
ぐ
旨
の
覚
書
が
郡
代
か

ら
郡
方
奉
行
宛
に
提
出
さ
れ
て
い
る
⓬

ほ
か
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
三
月

に
春
山
と
そ
の
弟
・
宗
古
が
兄
弟
協
力
し
合
っ
て
「
療
治
方
出
精
」
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
金
子
二
〇
〇
疋
が
与
え
ら
れ
て
い
る
⓭

。
そ
の
ほ
か
、
春
山
の
弟

子
で
あ
っ
た
医
師
た
ち
に
つ
い
て
も
度
々
そ
の
動
向
が
記
さ
れ
て
い
る
⓮

。

３
．
本
作
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
情
報

　

広
瀬
範
治
に
よ
る
「
春
山
深
水
先
生
墓
誌
銘
」
と
あ
わ
せ
て
『
肥
後
先
哲
偉

蹟　

後
篇
』
に
収
録
さ
れ
る
春
山
の
孫
・
成
章
が
記
し
た
「
王
父
春
山
君
行

状
」
に
も
先
の
よ
う
な
春
山
の
功
績
が
さ
ら
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
⓯

。
特

に
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
、
「
見
者
偉
之
、
曾
療
椿
椿
山
之
病
、
椿
山
為

寫
肖
像
謝
之
、
君
自
題
曰
、
天
寵
異
常
、
賜
斯
骨
相
、
精
気
充
體
、
既
壽
且

康
、
志
存
済
生
、
道
宗
扁
張
、
生
不
盡
心
、
何
對
彼
蒼
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
⓰

。

つ
ま
り
、
か
つ
て
春
山
が
椿
山
の
病
を
治
療
し
た
際
に
、
お
礼
と
し
て
椿
山
が

春
山
の
肖
像
画
を
描
き
、
春
山
自
身
が
こ
れ
に
賛
を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
が
伝

聞
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の
記
述
が
本
作
を
さ
す
も
の
と
推
察
さ

れ
、
本
作
は
椿
山
に
よ
る
春
山
の
寿
像
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
春
山
が
江
戸
滞

在
中
の
出
来
事
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

同
じ
時
期
に
描
か
れ
た
で
あ
ろ
う
《
椿
椿
山
自
画
像
》
（
江
戸
時
代
後
期
、

上
野
記
念
館
蔵
）
に
表
さ
れ
た
椿
山
の
姿
は
頬
が
こ
け
、
大
変
な
痩
身
で
あ
る
。

肺
を
患
い
、
死
を
予
感
し
て
い
た
時
期
の
姿
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い

る
⓱

。
春
山
は
こ
の
頃
の
椿
山
と
接
点
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
椿
山
の
病
状

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
春
山
が
ど
の
よ
う
な
治
療
を
施
し
た
の
か
、
そ
し
て

ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
に
よ
っ
て
本
作
が
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
背
景
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

　

本
作
寄
贈
時
の
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
旧
蔵
者
・
深
水
三
郎
氏
か
ら

当
館
が
聞
き
取
り
を
行
っ
た
際
の
メ
モ
に
は
、
三
郎
氏
が
そ
の
父
か
ら
聞
い
た

話
と
し
て
、
か
つ
て
深
水
家
に
椿
山
か
ら
の
借
金
の
申
入
書
が
残
っ
て
い
た

が
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
で
失
わ
れ
た
と
い
う
内
容
が
記

載
さ
れ
て
い
る
⓲

。
天
保
年
間
に
春
山
が
侍
医
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
、
椿
山
が
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亡
く
な
る
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
ま
で
の
間
、
春
山
の
江
戸
滞
在
の
折
に
普

段
か
ら
椿
山
と
何
ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
そ
の

詳
細
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

春
山
の
孫
・
成
章
の
文
章
に
は
、
本
作
の
賛
に
使
用
さ
れ
た
関
防
印
「
活
人

洞
」
に
つ
い
て
も
解
説
が
あ
る
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
侍
医
を
辞
し
た

春
山
は
、
龍
谷
崖
と
い
う
所
に
「
皆
山
楼
」
と
い
う
小
さ
な
書
屋
を
築
い
た
。

薩
摩
藩
士
・
鮫
島
白
鶴
（
黄
裳
。
一
七
七
四
～
一
八
五
九
）
は
、
春
山
と
や
り

取
り
を
す
る
中
で
機
知
に
富
ん
だ
応
答
に
驚
嘆
し
、
「
活
人
洞
」
の
三
字
を
送

り
、
以
後
、
春
山
の
書
屋
も
こ
の
名
に
な
っ
た
と
い
う
⓳

。

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
、
春
山
の
米
寿
を
祝
う
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
本

作
の
賛
は
こ
の
前
年
、
米
寿
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
藩
内
外
か
ら
も
名
士
が
集
い
、
各
々
詩
文
や
和
歌
、
書
画
を
持
ち

寄
っ
て
春
山
を
祝
っ
た
。
こ
れ
ら
は
「
米
寿
帖
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
⓴

。

さ
ら
に
、
九
〇
歳
の
折
に
も
祝
い
の
席
が
設
け
ら
れ
、
藩
か
ら
御
紋
付
の
縮
緬

綿
入
羽
織
が
与
え
ら
れ
る
な
ど
公
に
そ
の
長
寿
が
讃
え
ら
れ
た
と
い
う
。

４
．
椿
山
の
技
法
と
本
作
と
の
比
較

　

本
作
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
椿
弼
寫
照
之
印
」
の
印
は
、
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
以
降
の
肖
像
画
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
㉑

。
つ
ま
り
、
本

作
は
弘
化
二
年
以
降
、
椿
山
が
没
す
る
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
ま
で
の
九
年

間
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
春
山
が
七
〇
歳
か
ら
七
九
歳
頃
の
姿
と
考
え
ら
れ

る
。
完
成
後
、
何
ら
か
の
理
由
で
賛
が
入
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
、
春
山
が
米
寿
を

迎
え
る
頃
に
自
ら
書
き
加
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

改
め
て
本
作
を
見
て
み
る
と
、
全
体
的
に
淡
い
色
調
で
、
面
貌
の
筆
致
は

非
常
に
繊
細
で
あ
る
一
方
、
衣
服
は
比
較
的
大
ら
か
な
線
描
で
表
さ
れ
て
い

る
。
椿
山
の
肖
像
画
・
人
物
画
に
つ
い
て
考
察
し
た
増
山
禎
之
は
、
椿
山
の
人

物
画
技
法
の
特
質
に
つ
い
て
、
「
揺
れ
る
線
描
と
薄
い
色
使
い
に
あ
る
」
と
し
、

「
こ
の
線
描
は
、
顔
貌
表
現
の
陰
影
と
衣
服
の
線
描
の
格
差
を
解
消
す
る
た

め
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
㉒

。
本
作
に
も
同
様
の

技
法
と
色
使
い
が
全
体
的
に
認
め
ら
れ
る
。
「
椿
弼
寫
照
之
印
」
の
押
印
が
あ

る
同
時
代
の
椿
山
に
よ
る
肖
像
画
、
た
と
え
ば
《
高
久
靄
厓
像
》
（
重
要
文
化

財
、
弘
化
二
年
：
一
八
四
五
、
個
人
蔵
）
や
《
浅
野
梅
堂
母
像
》
（
弘
化
四
年
：

一
八
四
七
、
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
表
現
や
技
法
が
、
本
作

に
も
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

今
回
の
調
査
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
に
「
東
肥
深

水
春
山
先
生
像
」
が
出
品
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
㉓

。
商
品
説
明
に
よ
る

と
、
本
体
寸
法
（
表
装
を
含
む
ヵ
）
は
横
約
六
五
セ
ン
チ
×
縦
一
六
九
セ
ン
チ

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
外
題
に
「
東
肥
深
水
春
山
先
生
像
」
の
墨
書
が
あ
る
。

　

掲
載
さ
れ
た
写
真
を
見
る
限
り
、
絹
本
着
色
で
作
品
全
体
の
構
図
は
本
作
に

似
る
。
し
か
し
、
画
面
全
体
が
汚
れ
、
表
装
上
部
の
左
右
に
は
鼠
損
が
見
ら
れ

る
ほ
か
、
本
紙
の
横
折
れ
が
多
数
確
認
で
き
、
軸
端
が
取
れ
る
な
ど
保
存
状
態

は
あ
ま
り
良
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
賛
は
本
作
と
同
じ
内
容
を
述
べ
る
意
図
が

感
じ
ら
れ
る
が
、
文
字
の
並
び
が
異
な
る
上
、
筆
跡
も
大
き
く
異
な
る
。
落
款

に
は
「
深
水
玄
門
」
「
士
龍
氏
」
の
印
が
確
認
で
き
、
本
作
の
印
と
一
致
す
る
。

一
方
、
関
防
印
は
「
□
求
古
□
／
轉
□
□
□
」㉔
の
八
字
を
刻
し
、
「
活
人
洞
」

の
押
印
が
あ
る
本
作
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
肖
像
画
の
ほ
う
は
、
本
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作
と
一
見
酷
似
す
る
が
、
特
に
顔
貌
の
筆
致
や
着
物
の
文
様
、
色
使
い
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
椿
山
の
「
椿
弼
寫
照
之
印
」
の
印
は
確
認
で
き
な

い
。

　

お
そ
ら
く
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
に
出
品
さ
れ
た
こ
の
春
山
像
は
、
春
山

の
弟
子
や
縁
戚
関
係
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
後
年
に
な
っ
て
本
作
を
写
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
を
元
に
、
複
数
の
写
し
が
作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る

だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

椿
山
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
お

り
、
美
術
史
的
な
価
値
付
け
を
こ
こ
で
論
じ
る
よ
う
な
紙
幅
も
力
量
も
筆
者
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
今
ま
で
対
外
的
に
は
「
未
確
認
」
の
状

態
で
あ
っ
た
《
深
水
春
山
像
》
に
つ
い
て
、
専
門
家
を
交
え
た
調
査
に
よ
っ
て

初
め
て
椿
山
に
よ
る
作
品
と
確
認
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ

る
。
未
だ
春
山
と
椿
山
の
交
流
や
肖
像
画
制
作
の
背
景
な
ど
、
課
題
は
多
く
残

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
を
通
し
て
初
め
て
本
作
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ま
ず
は
そ
の
存
在
を
広
く
周
知
し
、
さ
ら
に
今
後
の
調
査
・
研
究
に
資
す

る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〈
謝
辞
〉
《
深
水
春
山
像
》
を
当
館
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
故
・
深
水
三
郎
氏

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
福
原
透
氏
、

高
濱
州
賀
子
氏
、
金
子
岳
史
氏
、
宮
原
江
梨
氏
、
松
田
咲
也
子
氏
に
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
参
考
文
献
〉

田
原
市
博
物
館　

『
渡
辺
崋
山
・
椿
椿
山
が
描
く
人
物
画
』　

二
〇
〇
五
年

武
藤
巌
男　

『
肥
後
先
哲
偉
蹟　

後
篇
』　

肥
後
先
哲
偉
蹟
後
篇
刊
行
会
、

一
九
二
八
年

増
山
禎
之　

「
い
わ
ゆ
る
『
椿
山
的
』
な
も
の
」
（
田
原
市
博
物
館　

『
渡
辺

崋
山
・
椿
椿
山
が
描
く
人
物
画
』
二
〇
〇
五
年
、
一
二
六
～
一
三
三
頁
所
収
）

 

（
た
け
は
ら　

あ
か
り
）
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〈
註
〉

１　

そ
れ
以
前
は
長
ら
く
寄
託
と
な
っ
て
い
た
が
、
所
有
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
寄
贈
に
切
り

替
え
ら
れ
た
。
な
お
、
当
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
資
料
Ｉ
Ｄ
は6

1
1
1
7

、
登
録
番
号
は

2
2
-
0
4
.
6
0
3

で
あ
る
。

２　

第
一
回
絵
画
調
査
（
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
八
月
五
日
実
施
）
。

３　

意
訳
は
、
木
山
貴
満
（
当
館
歴
史
担
当
学
芸
員
）
が
行
っ
た
。

４　

各
印
の
法
量
は
次
の
と
お
り
。
関
防
印
（
白
文
長
方
印
）
は
二
・
七
セ
ン
チ
×
一
・
六
セ
ン
チ
。

落
款
印
「
深
水
玄
門
」
（
朱
文
方
印
）
は
二
・
九
セ
ン
チ
×
二
・
九
セ
ン
チ
、
落
款
印
「
士
龍

氏
」
（
白
文
方
印
）
は
三
・
〇
セ
ン
チ
×
三
・
〇
セ
ン
チ
。

５ 
 

広
瀬
青
邨
（
一
八
一
九
～
八
四
）
の
こ
と
。
幕
末
～
明
治
初
期
の
儒
学
者
。
豊
前
国
下
毛
郡

の
矢
野
家
に
生
ま
れ
る
。
一
六
歳
で
広
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園
に
入
り
、
後
に
深
水
春
山
に
師
事

し
て
医
学
を
学
ん
だ
。
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
に
淡
窓
の
養
子
と
な
り
、
咸
宜
園
を
継

い
だ
。
淡
窓
没
後
、
府
内
藩
の
藩
校
・
遊
焉
館
の
教
頭
と
な
っ
た
。
維
新
後
は
、
京
都
の
学

習
院
漢
学
所
な
ど
に
出
仕
し
た
後
、
私
塾
「
東
宜
園
」
を
設
立
す
る
な
ど
し
た
。

６　

武
藤
巌
男
『
肥
後
先
哲
偉
蹟　

後
篇
』　

肥
後
先
哲
偉
蹟
後
篇
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
、

五
四
～
五
五
頁
。

７　

高
山
彦
九
郎
（
一
七
四
七
～
九
三
）
の
こ
と
。
江
戸
時
代
後
期
の
勤
王
家
。
上
野
国
新
田
郡

の
生
ま
れ
。
各
地
を
遊
歴
し
、
豊
後
の
広
瀬
淡
窓
や
肥
後
の
蒲
池
正
定
な
ど
多
く
の
学
者
や

藩
士
と
交
友
し
た
。
蒲
生
君
平
、
林
子
平
と
と
も
に
「
寛
政
の
三
奇
人
」
と
さ
れ
る
。

８　

一
七
三
三
～
一
八
一
五
。
江
戸
時
代
中
後
期
の
肥
後
の
医
師
。
再
春
館
の
教
授
を
務
め
た

父
・
見
朴
の
死
後
、
京
都
の
吉
益
東
洞
に
学
ん
だ
。
晩
年
は
熊
本
藩
医
を
務
め
た
。
『
医
道

二
千
年
眼
目
編
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

９　

熊
本
藩
九
代
藩
主
・
細
川
斉
樹
（
一
七
九
七
～
一
八
二
六
）
あ
る
い
は
春
山
が
仕
え
た
一
〇

代
藩
主
・
細
川
斉
護
（
一
八
〇
四
～
一
八
六
〇
）
の
ど
ち
ら
を
指
す
か
は
不
明
。
斉
樹
・
斉

護
と
も
に
藩
の
財
政
立
て
直
し
に
取
り
組
み
、
倹
約
的
な
生
活
を
送
っ
た
。

⓾　

孫
の
成
章
が
記
し
た
「
王
父
春
山
君
行
状
」
に
よ
る
と
、
春
山
が
し
た
た
め
た
こ
の
六
字
は

江
戸
時
代
初
期
の
武
将
・
文
人
の
石
川
丈
山
（
一
五
八
三
～
一
六
七
二
）
の
語
か
ら
引
い
た

も
の
と
記
さ
れ
る
（
註
６
掲
載
書
、
五
八
頁
）
。

⓫　

「
町
在
」
は
永
青
文
庫
蔵
。
同
シ
ス
テ
ム
へ
は
二
〇
二
二
年
四
月
一
六
日
閲
覧
。

⓬　

目
録
番
号9

.
1
9
.
2
-
1
_
_
5

、
件
名
表
題
「
芦
北
郡
郡
医
師
並
深
水
宗
安
病
死
、 

忰
深
水
玄
門

跡
目
相
続
」
。

⓭　

目
録
番
号9
.
2
0
.
1
_
_
2
1

、
件
名
表
題
「
芦
北
郡
郡
医
師
並
深
水
玄
門
・
弟
深
水
宗
古
、 

療
治

方
出
精
等
に
て
賞
美
」
。
な
お
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
六
月
二
六
日
に
も
疫
病
流
行

に
対
し
て
「
療
治
方
出
精
」
と
し
て
二
〇
〇
疋
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（
目
録
番
号9

.
2
0
.
4
-

1
_
_
8
6

、
件
名
表
題
「
津
奈
木
手
永
中
村
深
水
玄
門
、 

療
治
方
出
精
に
て
金
子2

0
0

疋
下
し
置

き
」
）
。

⓮　

目
録
番
号9

.
2
2
.
8
_
_
1
5
5

、
件
名
表
題
「
湯
浦
手
永
郡
医
師
並
瀧
井
宗
英
病
死
、 

忰
瀧
井
宗

俊
跡
目
相
続
」
（
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
五
月
二
〇
日
付
）
ほ
か
。

⓯　

註
６
掲
載
書
、
五
五
～
六
〇
頁
所
収
。

⓰　

註
６
掲
載
書
、
五
九
頁
。

⓱　

田
原
市
博
物
館
『
渡
辺
崋
山
・
椿
椿
山
が
描
く
人
物
画
』　

二
〇
〇
五
年
、
一
五
二
頁
。

⓲　

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
六
月
六
日
、
熊
本
博
物
館
に
よ
る
深
水
三
郎
氏
へ
の
聞
き
取
り

メ
モ
よ
り
。

⓳　

原
文
は
、
「
薩
之
鮫
黄
裳
名
於
書
、
寄
詩
曰
、
蒼
顔
白
髪
君
休
笑
、
腕
力
未
衰
敷
驚
人
、
君

答
之
曰
、
蒼
顔
白
髪
君
休
笑
、
業
術
未
衰
数
驚
活
人
、
黄
裳
嘆
曰
、
驚
人
平
々
之
事
、
活
人

仁
恵
之
大
者
、
非
我
所
及
、
遂
書
活
人
洞
三
字
以
贈
、
遂
名
其
室
曰
活
人
洞
」
（
註
６
掲
載
書
、

五
八
頁
）
。

⓴　

「
米
寿
帖
」
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

㉑　

増
山
禎
之
「
い
わ
ゆ
る
『
椿
山
的
』
な
も
の
」
（
田
原
市
博
物
館
編
『
渡
辺
崋
山
・
椿
椿
山

が
描
く
人
物
画
』　

二
〇
〇
五
年
、
一
三
三
頁
）
。
な
お
、
「
弼
」
は
椿
山
の
名
で
あ
る
。
増

山
は
同
論
文
の
中
で
、
「
肖
像
画
制
作
の
『
写
照
』
と
い
う
手
続
き
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
思

え
る
が
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
は
椿
山
の
肖
像
画
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え

で
重
要
で
あ
る
し
、
幕
末
の
肖
像
画
制
作
を
考
え
る
上
で
も
十
分
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
」
と
述
べ
て
い
る
（
一
三
三
頁
）
。

㉒　

註
21
掲
載
書
、
一
三
二
頁
。

㉓　

二
〇
二
一
年
七
月
九
日
閲
覧
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
二
一
年
五
月
一
九
日
に
開
始
さ
れ
、

同
二
二
日
に
は
終
了
し
て
い
る
。
開
始
価
格
は
三
、
〇
〇
〇
円
。
な
お
、
同
ペ
ー
ジ
は
現
在
削

除
さ
れ
て
い
る
。

㉔　

改
行
は
「
／
」
、
解
読
で
き
な
い
文
字
は
「
□
」
で
表
記
し
た
。
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　「なぜ、この古墳はここにあるのですか」この素朴な疑問、考古学専門講座生の方から発せら
れたこの疑問の言葉の意味を深く考える必要がある。この疑問に対して何らかの答えを出す努力
を続けなければ、考古学で地域の歴史を読み解くことは難しくなる。先学のいうとおり、今ある
ものからばかりで考えるのではなく、今はなくなってしまったものからも、実証の上に立って推
理し復元して語ることが必要である。
　最近の考古学はともすれば机上のものとなり、しかも細分化され、一般方々からは遠い存在に
なっていると感じる。考古学をもっと身近なものとし、考古学自身の未来を拓くためにも、「考
古学は楽しい」「考古学は面白い」を実践することが求められている。
　なお、立田山古墳群の中でも特にC支群一帯は、現状でも自然公園として多くの市民に親し
まれているが、さらに多くの方々に足を運んでもらう工夫の余地はあると聞く。この工夫の一つ
として、現存する立田山南麓古墳一帯の発掘調査を実施して、古墳や旧地形を復元し「古墳公園」
として整備すれば、旧制五高生が桃源郷とも考えた豊かな自然と古くからの文化が一体のもので
あることを、強くアピールできるだろう。今後も、この身近にある意義深い調査フィールドを歩
き回りたい。
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